
























al., 2017; Lim et al., 2019)。成層圏突然昇
温(SSW)はその全球規模の循環構造から熱
帯では上昇流偏差をもたらす。 Kodera(2006) 
























d4PDF(database for Policy Decision 
making for Future climate change, Mizuta et 
al., 2017)は気象研究所全球大気モデル MRI-
AGCM3.2H(水平 60km格子64層














の日を lago dayとする。）、 [2][1]の日時から
10日の間で50-70°N平均した 7日平均帯状
平均東西風が 10-1hPa のどこかで 8 日間で—
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